
（調査様式１）
１．　自己評価及び外部評価結果 作成日　平成　　年　　月　　日　

【事業所概要(事業所記入)】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

基本情報リンク先URL

【評価機関概要(評価機関記入)】 【外部評価で確認した事業所の優れている点，工夫点（評価機関記入）】
　ホームは、鹿児島市役所から車で10分程の玉里団地の中心部に法人母体（協力医療機
関）の２階に平成20年に開設している。同一敷地に「グループホー玉里」やディサービ
ス事業所も併設されており、これらの事業所は法人本部を中心に情報の共有や災害時の
協力体制を構築している。周辺には、郵便局や薬局、金融機関、コンビニ、スーパー
マーケット、個人商店、個人住宅等が立ち並んでいて利便性も良い。
　管理者および職員は、利用者の尊厳や人格、想いを大切にしながら、4項目の運営理念
を常に意識して利用者に寄り添う姿勢のケアに努めている。現在、法人理事長の意向も
聞きながら職員全員で理念についての勉強や話し合いを行って適切な文言を使えるよう
検討中である。
　管理者及び職員は、開設以来家族や地域との交流を大切にしており、コロナ禍の中で
も感染予防に配慮しながら家族や友人との面会を実施し、家族の協力を得て外出、外
泊、一時帰宅等に取り組み、また、日常的に買い物や美容室に出かけたりボランティア
や学生の実習等も受け入れており、利用者はこれらの交流を楽しんでいる。余暇時間の
過ごし方についても利用者の意向に添って柔軟に支援し、その人らしい笑顔と生きがい
のある日々となるような支援に努めている。食事は利用者の何よりの楽しみで関心も高
いことに配慮して、好みや旬の食材、形態、盛り付け等を工夫し１日３０品目の食材で
の調理と食品ロスが無いように努めている。利用者との手作りのおやつ（アイスクリー
ム、蒸しパン、チョコフォンデュ他）も利用者の楽しみとなっている。
　管理者及び職員は、信頼と協力のある良い人間関係を築いており、日頃の業務の中や
ミーティング、個別面談等で要望や意見を出し合って運営やサービスの向上に努めてい
る。勤務シフトには有給休暇取得の促進や個人的事情も配慮するなど働きやすい環境作
りに取り組んでる。

（電 話）０９９－２２９－８２２２

令和5年3月3日

事業所番号 4690100393

法　人　名 医療法人　友志会

１階に循環器内科クリニックがあり、平日は医師・看護師が在中している。クリ
ニックは在宅療養支援診療所の届出をしており、良友の入居者様は月２回の訪
問診療を受ける事が出来るため、御家族も安心して預けられると御意見をいた
だいている。
　スタッフは地元住民を多く採用しており、落ち着いたケアサービスを提供して
い
る。
　開放的な環境で雰囲気がよく、御家族にも来訪しやすく話しやすい関係性があ
る。遠方の御家族にも定期的にお越しいただけるなど交流を設けている。
　１日３０品目を心掛けた手作りの食事を提供し、御利用者の状態に応じて調理
内容も工夫を行い、万遍なくお召し上がりいただけるようにしている。
　入院・加療が必要になった際には、くわはたクリニック医師が地域の医療機関
と連携を執り、移籍がスムーズに出来ている。退院後も検査や専門的治療を受
けた専門機関との連携を通じ、くわはた主治医のもと引き続き健康管理やフォ
ローを受け、安心して生活出来ている。
　看取りを行っているため、重度化された際にも拠点を移す心配もいらず、人生
の最期まで住み慣れた環境で過ごすことが出来ると安堵いただけている。

訪問調査日 令和5年2月27日

所　在　地

※事業所の基本情報は，WAMNETのホームページで閲覧してください。

〒８９２－０８１１　鹿児島市玉里団地二丁目５番１
号

評価機関名 特定非営利活動法人NPOさつま

令和5年2月2日

http://www.wam.go.jp/

所在地 鹿児島市新屋敷町１６番A棟３F３０２号

事 業 所 名 グループホーム良友
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

外部評価

Ⅰ．理念に基づく運営

自
己
評
価

1

2

3

4

外
部
評
価

1

2

3

項　　目

理事長の掲げる敬愛の精神の
元、地域で暮らす人々を医療と
介護で末永く支える事が出来る
よう、法人と現場との思いと方
向性を一つにして取り組んでい
る。

日常のお買物や散髪など地域の
商業施設を利用し、地域と共に
支合うという思いで生活してい
る。御自身でも御支払をしてい
ただくなど、直接交流や会話出
来る機会を作っている。

ボランティアを積極的に受入
れ、中学生、女子高生、社会人
からも絵手紙などの贈物が届く
など支援の輪が広がっている。
ハロウィーンでは幼稚園児と
ゲームを楽しみ、交流を深める
事が出来た

区長や民生委員、長寿あんしん
相談センター、御家族代表の御
参加にて相談事や課題にも貴重
な御意見をいただけ、大変心強
く安心感もあり、ホームの取組
や活動の内容も広がりが出てき
ている。

利用者の人格や尊厳を大切に、平穏な生活
が過ごせる支援を運営理念に掲げ、事務室
や廊下等への掲示や職員のネームプレート
に明記して周知を図っている。ケアの姿勢
「目配り、気配り、心配り」を常に意識し
ながら敬愛の気持ちで理念に沿った支援の
実践に取り組んでいる。４項目の理念をも
う少し簡潔な表現に変更できないか全員で
検討中である。

開設以来、地域の情報の把握に努め、円滑
に交流する関係を築いており、コロナ禍の
中でも感染予防に配慮しながら家族・友人
の面会や日頃の散歩及び買い物時には地域
の人と会話し、ボランティアや中学・高校
の生徒の実習の受け入れ、家族との外出や
外泊も継続している。これらの交流は利用
者及び家族の楽しみとなっている。

会議は２か月毎に開催しており、家族
代表や地区長、長寿安心センター、民
生委員等が出席してホームの状況の報
告や課題等の意見交換を行っている。
コロナ禍で書面会議で開催した時も議
題に沿って委員から意見等を貰い改善
を図っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

5

6

7

8

4

5

不明点や課題に応じて相談事も
積極的に行っている。窓口や電
話など各担当者からわかりやす
い回答を得ることが出来、運営
に大きく役立てられ、管理者や
職員の安心感に繋がっている。

安易に道具に頼らず、御利用者
の思いや意向を受止め、認知面
や特徴を知り、話合いや工夫を
行い、身体拘束をしない取組を
行っている。定期的に地域の
方々や御家族含めた委員会を設
け、御意見をいただき

外部研修に毎年参加し、その内
容を現場職員にも定期勉強会で
周知する機会を設けている。ま
た御利用者の症例を検討したり
ケア方法を見直すなど、職員の
ストレスが生じないようカン
ファや相談の機会を設けている

財産管理等の手続きに必要な金
融機関との連携等支援を必要に
応じて行っている。御家族同士
の関係性等にも充分留意し支障
が出ないよう皆で把握に努めて
いる。多様性にあるため慎重に
対応していきたい

市役所や地域包括支援センターには窓口に
出向いたり電話等で介護保険や各種制度、
感染症予防に関する協議や相談等を密に行
い助言や指導を貰うなど、日頃から協力関
係を築いている。WEB会議システムの環境
を整備し、市主催の会合や研修にも積極的
に参加して運営やサービスの向上に努めて
いる。

身体拘束や高齢者虐待については計画的な
研修の実施で周知を図り、日々の申し送り
やミーティング時に振り返りや意見交換を
行って拘束や虐待の無いケアに取り組んで
いる。身体拘束適正化のための指針も整備
し、委員会（年４回）も開催している。日
頃の関りの中で利用者の思いの汲み取りに
努め、スピーチロックを含む不適切なケア
には、その都度、助言し合うなど日常的に
改善に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている

9

10

11

12

6

7

事前に説明を行い入居時も不安
がないよう努めている。また随
時相談にも応じ、都度話合いな
がら経過している。話の行き違
いが生じないよう必要時は別紙
で補うなど誤解のないよう工夫
している。

話しやすい関係性や環境雰囲気
作りなどに努めている。必要時
には他関係者等にも調査を依頼
したり話を伺い、御家族の本音
や御意向などの情報収集を行っ
ている。必要時には法人上層部
が介入し話を伺う機会も設けて
いる。

意見や見解を聴取し現場や運営
に役立てている、上層部も職員
と面談する機会を設け、意見や
要望、実態の把握に努め、職員
一人一人の個性に応じ働きやす
いよう環境整備に努めている。

管理者から常日頃の状況を伺う
などし評価の機会を設けてい
る。また職員へ直接個別に面談
を行うなどし状況把握に努め、
個性や能力、方向性に応じ、展
望性を見極め、昇給や研修の機
会等提供している。

利用者や家族には意見や要望を言い易い雰
囲気づくりを常に心掛けている。利用者の
思いは日頃の会話や仕草等で汲み取り、家
族からは面会や電話、手紙等で、また、写
真にコメントを添えた「良友新聞」でも利
用者の生活状況を伝えて要望等を把握し、
ミーティングで協議して改善に努めてお
り、アンケートの結果からも家族の信頼度
の高さが窺える。

管理者及び職員は気軽に意見や要望が言い
合える信頼関係を築いており、業務の中や
ミーティング、個人面談時に要望や意見を
出し合い、内容によっては法人本部とも協
議しながら改善を図っている。ケアへの助
言や研修へ日常的に取り組み、勤務シフト
には有給休暇の取得や個人的事情にも配慮
する等、働きやすい職場づくりに努めてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

13

14

次世代の担い手を育てるため、
管理者へも指導教育に関しての
アドバイスを行い、年間を通し
て職員の能力や職種に応じた研
修や勉強会参加の機会を提供
し、スキルアップのフォローに
努めている

クリニック勉強会や研修参加を
積極的に行い地域医療福祉従事
者と知合い交流する機会を作っ
ている。他事業所の職員と事例
相談や御意見を伺う機会も設け
関係構築に努めている。新聞で
取組も定期的に紹介している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

16

17

18

上手く伝えられない方も多いの
で、御本人のこれまでの話を担
当者や御家族から伺い現状を把
握し、不安や不自由が生じない
よう職員全体で行動やサインを
察知し思いや希望を導き出せる
ようケア検討を行っている

入居に至るまでの間にも何度で
も面談を行い、不安が残らぬよ
う御希望に応じすり合わせや環
境整備に努めている。また日頃
から御家族と話をする機会を設
け、御意見が言いやすい関係作
りに努めている。

環境変化に伴う精神への影響が
一番の課題とするところであ
り、御家族や関係者等と御本人
の入居前の状況からアセスメン
トを行い、毎日の経過と共に話
合い検討を重ねながら慎重に進
めている。

それぞれに思いや考えがあって
の事と捉え、経過を観ながら都
度ケアの見直しを行っている。
また職員も環境の一つであり御
利用者の生活の一部である事を
踏まえ、身近で安心出来る存在
を心掛けている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19

20

21

22

8

当事者として状況把握や考え模
索しながらケアや方向性を検討
していただいている。コロナ禍
ではあるが面会や外出の機会を
制限される事なく、お互い触合
える温かい関係性を維持し支援
いただけている

コロナ対策への御理解と御協力
をいただいた上で、築き上げて
来られた関係のある場所や人々
にも触合える機会を制限なく提
供出来ている。御家族の協力も
あり仕事としていた不動産点検
や外出外泊も行っている。

安心出来る方と配置するなど人
的環境は勿論、必要時は家具や
視界の工夫を行い保護したりし
ている。対応後も経過を観なが
ら都度検討し関係性や環境の見
直しを行っている。寝たきりや
閉じ籠りも予防している。

地域住民の方も多く、入退去事
前後の情報を御家族や関係者等
からいただけ、事例検討などを
行っている。一旦は入居を見合
わせても定期的に連絡が入り状
況報告や相談などに応じてい
る。

利用者毎に馴染みの人や場を共有し、家族
の意向も確認しながら支援している。感染
予防に配慮しながら家族や友人との面会や
外出、外泊を実施し、日常的に周辺の商店
での買い物や散歩、美容院等で地域の人と
の交流を楽しんでいる。家族との電話や手
紙の取り次ぎに努め、毎月発行の「良友新
聞」でも生活状況を伝えるなど関係の継続
に努めており、携帯電話を所有している利
用者は日常的に会話を楽しんでいる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

24

25

26

9

10

日々の行動や表情表出やサイン
など状況や情報により都度検討
見直し行い想いに添えるよう努
めている。個別性や多様性もあ
り変化もしやすいので毎日の観
察や関わりを大事にしている。

御利用者からの行動やサインか
ら、何が影響しているのか過去
を遡り関連性をもって考えたり
原因を探るなどケア方法を模索
するのにも御家族や関係者から
の情報も役立てている。

意欲を引出したり自然と気持ち
が前向きとなるよう関わりを大
事にし、無理強いせぬよう工夫
し気を付けている。体力や好み
意向も様々なので多様性に柔軟
に対応出来るよう努めている。

誰もが話しやすい雰囲気で意見
したり考えを表出したり出来る
よう関係性の構築に努めてい
る。貴重であり思いやりの心で
接する事ができている。意見や
考えも尊重出来るよう大事な存
在として捉えている。一人一人
がチームを支えているという責
任も持ち合わせている。

利用者の思いは日頃の会話や仕草等から汲
み取り、その人らしい生きがいのある暮ら
しの支援に努めている。利用者の意向に
沿って俳句詠み、活花、読書、ぬり絵、台
所の手伝い等の取り組みを、体調や残存能
力に配慮しながら個別に支援する等自己決
定も尊重している。ホールには本棚と読書
スペースを設けるなど環境の整備にも工夫
している。

本人・家族の意向を把握し、主治医の
指示やモニタリング、ミーティング時
の職員意見を基に、生きがいや趣味等
にも着目した介護計画を作成してい
る。ケアの実施状況は申し送りや業務
日誌等で共有し、利用者の状況変化時
には計画を修正して改善に取り組んで
おり、計画の内容は家族の理解も得て
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

27

28

29

30 11

細目に日々の御様子を観察確認
し、申送りや記録内容にも視野
も広がりそれぞれの担当や役割
の中以外でも意見出来ている。
苦手意識や負担で避ける事なく
積極的に記録に取組み、情報を
共有出来ている。計画や実践に
活かせるようになった。

起きている事の原因を探り広く
視野を持ち必要なケアを検討し
実践に繋げている。御利用者も
それぞれのニーズがあり多様化
しているので柔軟性を持ち日常
に取入れられるよう工夫し時間
を作り実践に繋げている。

還元の意味を含めて地域商業施
設を利用するなど生活に利用し
ている。民生委員や区長からの
アドバイスや情報を得て住民や
幼稚園児らとの交流の機会もあ
り、地域と共存している事を感
じられるよう取り組んでいる

循環器内科クリニック併設であ
り経過毎に説明や話合いを行い
ながら治療を進めている。状況
次第では他医療機関との連携を
主治医や看護師が行っており、
早期対応やフォローもいただく
ことが出来ている。

利用者毎に病歴等を把握し本人・家族が希
望する医療機関での受診を支援している。
殆どの利用者が階下の協力医療機関を主治
医としており、定期的な訪問診療（月２
回）が実施され、専門医へは家族と連携し
て受診（状況によっては介護タクシーも活
用）するなど適切な医療が受けられてい
る。日頃から衛生や健康管理が徹底され協
力医療機関との連携も十分で、利用者及び
家族の安心に繋がっている。

9



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

31

32

33

34

12

医療面やケアの相談や、主治医
への取次等も常日頃から協力い
ただく事が出来ており、話しや
すい関係にあるので職員も安心
して働くことが出来ている。薬
局の薬剤師も内服相談に応じて
下さりケアに活かせている

受診から職員が付添い、治療に
必要な内容も一緒に説明を受け
ている。途中経過も電話や訪問
などで確認や説明を受けながら
退院の時期を見越して受入る準
備などを行っている。入退院に
必要な連携や引継も担当者と時
間を合わせ行うことが出来てい
る。

入居時に説明を行い、経過や状
況を常日頃から御家族へも把
握していただいている。重症化
した場合にも変化を常に連絡
し、主治医を含め方向性や意思
確認を行い問合せしやすい関係
を作り一緒に支援しているの
で、馴染みある環境で安心して
最期を迎える事が出来ている。

御利用者の病状や既往、服用し
ている薬などを把握している。
事故や緊急時にはすぐに管理者
へ報告し必要時には主治医へ判
断・指示を仰ぎながら早期に連
携して対応している。

重度化や終末期の対応は入所時や病状の変
化に応じて本人や家族に説明して理解を得
ている。利用者が重度化した時点で主治医
や家族と十分に話し合って可能な限り希望
に添った支援をチーム体制で取り組んでお
り、これまでも年１～２件の看取りを実施
してきている。看取り後は振り返りや意見
交換を行ってスキルアップや不安感の軽減
を図っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

35 13

建物が鉄筋であり土砂水害地区
ではないので、火災以外は外へ
避難せず建物内にとどまるよう
訓練している。消防署の協力を
得て、防火管理者の立会の元、
年２回夜間発生も想定し
た火災訓練を実施している

消防署の協力を得て年２回夜間発生も想定
した火災中心の訓練を、近隣の「有料老人
ホーム天照」や「グループホーム玉里」と
協力して実施し、避難や通報、消火器等の
取扱いの研修も実施している。日頃から災
害パターンに対応した避難経路の確認や災
害事例を基に意見交換するなど、認識を共
有している。スプリンクラーや自動通報装
置、防火扉等が設置され、連絡網の整備や
業者による設備の点検も行っている。災害
時の食糧・飲料水、介護用品等は消費期限
を確認しながら備えている。BCPの作成に
ついては動画も使って全員で勉強し現在作
成中である。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36

37

38

39

40

14

15

人生や誇り、性格、精神面等、
個別性にも配慮し気を付けなが
ら接している。ケアが上手くい
かない時にも自分達の対応を
チームメンバーに評価してもら
いながら振り返りや気付きとし
ている

言葉や態度で抑えつけてしまわ
ないよう御一人お一人が意志尊
厳のある存在として接してい
る。上手な職員のケアを参考に
したりカンファ等で振返りを行
いながら取組んでいる

希望や想いに添いつつ寝たきり
や閉じ籠りとならぬよう御利用
者同士の関係も築き、無理強い
は避け、参加が楽しみとなるよ
うな働き掛けを心掛けている。

スキンケアに必要な日課として
いる時間にも余裕をもって対応
している。好みや愛用品も御家
族からの情報をもとに生活に取
入れ、御自身でも選択できるよ
う働きかけている。

毎日の生活の中で観察し、食へ
の興味が何時までも継続出来る
よう工夫している。嗜好にも柔
軟に対応しつつ偏りが生じない
よう万遍の無いメニューで対応
している。調理レクを時折実施
し成果を得ている。

人格の尊重やプライバシー確保、守秘義務
については研修の実施やケアの中で認識を
共有し、常に「目配り、気配り、心配り」
を心掛けている。利用者の思いや個別性も
大切に、特技（生け花や俳句詠み等）の活
かせる場も設定している。入室時は声掛け
やノックを励行し、衣服の選択、趣味等は
自己決定し易いような働きかけを行ってい
る。情報紙への掲載については入所時に意
向を確認しており、帳票等も事務室で適切
に管理している。

利用者の好みや形態、栄養バランス、アレ
ルギー、季節感等に配慮し、1日に30品目
の食材での調理に努めている。おせちや誕
生会等の行事食や利用者との調理レクレー
ション（蒸しパンやアイスクリーム、チョ
コフォンデュ他）等、食事が楽しみなもの
になるよう工夫し、活花等で雰囲気づくり
にも努めており、利用者も準備や片付け等
を楽しみながら一緒に行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

41

42

43

44

16

食が毎日の健康にとって欠かせ
ないものとして意識し、塩分や
糖分を控え栄養やエネルギーと
なる素材を１日３０品目バラン
ス良く活かし個々に合わせた調
理を行い提供している。

訪問歯科の指導・協力をいただ
きながら御利用者の歯の健康を
維持出来るようケアに取組んで
いる。嫌がる御利用者のケア方
法が課題である

内服や食事水分の関連性、個々
のリズムやパターンを見出し、
おむつの選定や働きかけの方法
やタイミング等を検討してい
る。定期的にモニタリングしな
がら次の対応方法を模索してい
る。排泄ロボットも導入予定。

内服は勿論、食事水分の摂取状
況や内容、日々の運動性等々の
観察確認しつつ対応している。
観察と記録を実施し、パターン
を見出したり、排便を誘発しや
すい繊維物や水溶性の食材を利
用し個別に対応している。

利用者毎の排泄リズムや習慣を把握し、昼
間は可能な限りトイレでの排泄を支援して
いる。心身の状況に応じた介護用品及びケ
アの方法を介護計画に反映させて改善に努
めており、介護用品の軽減等の改善もみら
れている。便秘の予防に食物繊維や水分の
摂取、運動量等に配慮し、状況によては主
治医にも相談して薬も服用しながら改善を
図っている。来年度は排泄ロボットの導入
を検討している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

45

46

47

48

49

17

18

週２～３回季節考慮し実施して
いる。日々の体調状況により柔
軟に対応している。皮膚状態に
よっては毎日実施したり、白癬
ケアやリラックス効果のために
足浴を取入れる事もある。

緊張や高揚させぬよう就寝前の
照明を落としたりリラックスで
きるよう声のトーンや対応等、
雰囲気にも気を付けている。24
時間を通してリズムを観察した
り温度や環境にも配慮している

医師の指示である薬の重要性も
理解しつつ、効果や副作用を調
べたりしながら御利用者の状態
やサインの変化時に備えてい
る。薬剤師にも相談し、主治医
への報告などに役立てている。

興味や気持ちがそそられるよう
な声掛けや触発が出来るよう思
考し、ゲームや体操等で活動性
ある毎日が送れるよう取組んで
いる。閉じ籠りが無くなり活動
内容も広がってきている。

御家族の協力を得て自宅に外泊
したり、不動産管理や馴染みの
ある場所に出掛けることが出来
ている。また希望や御要望、こ
れまでの生活習慣などに応じて
その支援が必要な場合には実施
出来るよう手段を関係者らと検
討している。

週２～３回の入浴を基本に、清拭や足浴等
も取り入れながら清潔を保持している。温
度や時間、習慣、同性介助等は意向に沿っ
て柔軟に対応し個浴で楽しんでもらい、入
浴後は水分補給や軟膏の塗布等を支援して
いる。入浴をためらう利用者には無理強い
しないで時間や声かけ等の工夫で意欲を促
し、入浴が職員とのコミュニケーションの
場にもなっている。

コロナ禍はあるが感染予防に配慮しながら
周辺の散歩や家族との外出、一時帰宅等に
取り組み、近隣の商店での買い物や美容室
での整髪、近くの公園での花の鑑賞等を個
別に支援している。利用者全員での外出は
難しいが、ホーム内での軽い体操や音楽療
法、手作りのゲーム、ボール遊び、季節に
応じた作品作り等を工夫してリフレッシュ
を図っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を取り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

50

51

52

53

19

生活の楽しみの一つである買物
や金銭管理が自由に行えるよ
う、紛失によるトラブル対策を
事前に話合った上で、利用した
り所持する管理をお任せしてい
る。付添い支援する事もある。

携帯電話の使用は制限はせず自
由に御使用いただき、固定電話
でも環境を整えてゆっくり大事
な方とのお話が出来るよう支援
している。手紙も読んで差し上
げ差出人の気持ちを伝えている

LED照明で日内変動や好みに合せ
て落着く環境を提供している。
鉢花や観葉植物を置き統一した
壁や家具で雰囲気作りを行って
いる。季節毎に御利用者と作品
を作り何時でも鑑賞し楽しめる
ようホーム内にレイアウトして
いる。厨房の音や料理の香りも
環境の一つとしている。

特徴や好みに応じて家具を配置
したり視線を遮断したりし環境
を整えている。居室が寂しい方
には職員の見守りの元、簡易
ベッドやリクライニングソ
ファーで寛いでいただいてい
る。

廊下や食堂ホール等は明るく余裕のあるス
ぺースが確保され開放感に満ちており、随
所に活花や季節感のある利用者の作品、展
示物が飾られ、台所からは調理の音や匂い
が伝わるなど、家庭的な雰囲気である。
テーブルセットやテレビ等が利用者の動線
に配慮して設置され、窓からは周辺の街並
みが眺められている。清掃や空調、衛生管
理等を徹底して快適に過ごせる環境になっ
ており、利用者は好みの場所で四季を感じ
ながら平穏に過ごしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

54

55

20

使わなくなった品物でも愛着あ
る品物は残し、居心地よい空間
作りやレイアウトを御家族の意
見も取り入れながら提供してい
る。家族写真や想い出の品も飾
り会話のきっかけとしている。

習慣や動線をよく観察し生活し
やすい、より良い環境を提供出
来るよう状況変化に併せて都度
検討行いながら空間作りを行っ
ている。リスクも考え出来る事
としたい事も見極め、御本人と
話合いながら実施している。

腰高窓にフローリング仕様の居室は明るく
落ち着いた雰囲気で、エアコン、ベッド、
洗面台、タンスが備えてある。利用者の意
向に沿って整頓や清掃等を支援し快適な生
活の維持に努めている。利用者は愛用して
いた小物や使い慣れた寝具、テレビ、家族
写真等を持ち込み、また、自分の作品や長
寿祝いで頂いた記念品等も飾って、その人
らしく平穏に暮らせる居室となっている。
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1 ほぼ全ての利用者の

2 利用者の2/3くらいの

3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

Ⅴ　アウトカム項目

56

57

58

59

60

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）
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1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族と

2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

1 ほぼ毎日のように

2 数日に１回程度ある

3 たまに

4 ほとんどない

1 大いに増えている

2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

61

62

63

64

65

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）
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1 ほぼ全ての職員が

2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族等が

2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

66

67

68

職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。
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